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♦ このたびはま芝扇風機をお買い上げいただきまして、まことにありび 
とラございました。 

♦この商品を安全に正しく使用していただくために、お使いになる前に 
この取扱説明書をよくお読みになり十分に理解してください。 
♦お読みになった後は、お使いになるかたびいつでち見られるとこ 
ろに必ず保管してください。 


























必ずお守り < ださい 


ま全上のご注意 


お使いになる人や他の人への危害-財産の損害を防ぐために、お守りいただくことを説明しています。 

表示の説明（取り扱いを誤った場含に生じるち害-損害の程度を示します） 


A ^17^「死じまたは重傷を負う可能性び 
/：\ 映高い内容」を示します。 

^巧たとヒ「死じまたは重傷を負う可能性び 
/! \言1=1ある内容」を示します。 

みち 「軽傷や物的損害び発生する可能性 
/! \ /±忌びある内容」を示します。 



図記号の説明 


図記号の中の絵や近くの文で、してはいけな 

図記号の中の絵や近くの文で、しなければな 

\ v いこと（禁止）を示します。 

6ないこと（指示）を示します。 


么警告 


運転•取り扱いは 


0 

禁止 


• ベースを付けずに運乾しない 

(転倒して、けびの原因） 

•羽根•ガードを付けずに 
運転したり、高さ調節 
ボタンを巧さない 


(けびの原励 


高さ調節 
ボタ 



•スライドパイプを縮めたままお手入 
れをしない 

(誤って高さ調節ボタンを押すと、 
モーター部び飛び出してけびの原因） 


•スプレーなど（可燃性）を吹きつけ 
たり、スプレー吿を近くに置かない 

(可燃性スプレーや化学薬品を近くで 
使うと乂災-爆発の原因） 


•ピコイオン吹出□-ピコイオン吸 
込□•デュアルセンサーに、ピン 
や針金など異物を入れない 

(感電-けび-異常動作の原因） 



水めれ禁止 


•水につけたり、水をかけたりしない 

(ショート-感電の原因） 


〇 包装用ポリ袋は、幼児の手の届 
かないところに保管する 

指示（誤ってかぶると、窒息する原因） 


⑩ 

分解禁止 


分解•修理•改造をしない 


(乂災-感電-けびの原因） 
内部に電圧の高い部分びあり 
ます。修理はお買い上げの販 
売店、または東芝生活家電ご相 
談センターにご相談ください。 



〇 •組み立てるときは、締め付けリン 
グ-スピンナーをしっかりと締める 

J 旨/巾 馆 E 品びはずれ、けびの原因） 

•製品の組み立ておよびお手入れは 
取扱説明書通りに行う 

馆 P 品びはずれ、けびの原因） 


0 

禁止 


•リモコン用のリチウム電池を乳幼 
巧の手の届 < ところに置かない 

(誤って飲み込むと、窒息•体調不良の原因） 
万一飲み込んだ場合は、直ちに医師 
にご相談ください。 

• 幼児の手の届くところでは使用しない 

(感電-けびの原因） 


電源プラグ•コードは 


〇 

指汀^ 


•電源は交流1 00 V のコンセントを使う 

(火災-感電の原因） 

•電源プラグは根元まで確実 
に差し込む 

(感電や発熱による乂災の原因） 

•電源プラグの刃や刃の取り付け面に 
ホコリが付いた場台は、 

乾いた巧で拭き取る 

(絶縁不良による乂災の原因） 




2 























A 警告 


電源プラグ•コードは 

C •組み立てるとき-お手入れをずる 
とき•持ち運ぶときは、主電源を 
. 「切」にし、電源プラグをコンセン 
ノ昼ミ トか 5 巧く 

(感電-けびの原因） 


磯) 

めれ手禁止 


•めれた手で電源プラグを抜き差し 
しない 

(感電-けびの原因） 


0 

禁止 


•持ち運ぶとさや収納ずると 
きは電源コードを引っ張5 
ない 

(コードびショートや断線して 
乂災-感電の原因） 

•コードを突っ張ったが態 
で使用しない 

(コードびショートや断線し 
て乂災-感電の原因） 

•コードをステップルや釘 



などで固定しない 


0 •電源プラグ-コードが傷んだり、 
熱くなつたときや、コンセントの 
一 差し込みがゆるい場合は使わない 

(火災-感電-けび-ショートの原因） 
電源プラグは根元まで確実に差し込ん 
で < ださい。 



•電源プラグ-コードを傷付けない 

(乂災-感電-ショートの原因） 

-加工しない 
-熱器具に近づけない 
-引っ張ったり、重いちのを載 
せた0、はさんだりしない 
-無理に曲げたり、ねじったり、 
束ねて通電したりしない 

•コードをベースで踏み付けない 

(火災 • 感電の原因） 


〇 異常•故障時にはすぐに使用を 
中止する 

指示 （乂災-感電-けびの原因） 

すぐに使用を中止して主電源ボタンを 
「切」にし、電源プラグを抜さ、お買い上 
げの販売店、または東芝生活家電ご相談 
センターに点検-修理をご依頼ください。 


《異常.故障例》 

-スイッチを入れても羽根び回らない。 

•羽根び回ってち異常に回転び遅かったり、不規 
則になったりする。 

-回転するとさに異常な音びする。 

•モーター部び異常に熱かったり、こげくさかつ 
たりする。 


注意 


使用場所について 


0 •次のようなところでは使わない 

(感電や乂災の原因） 

^ ^ -ガスレンジなどの炎び当たるところ 

-引乂性ガスのあるところ 
-雨や水しぶさのかかるところ 
-高温 （4 ぴ CIU 上)、多湿（お室など) 
のところ 

•油、ホコ U 、 金属粉の多いところ 


0 隹不安定な場所や障害物の近 < では 
使わない 

^ I 卜 （転倒し、羽根の損傷-けびの原因） 
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安全上のご注意 (つづさ) 


么注意 


運転•取り扱いは 

〇 •本体に異常な振動が発生した場合 
は、使用を中止ずる 

指示 （羽根やガードびはずれて 

落下し、けびの原因） 


0 •スライドパイプに油などを付けない 

(パイプび急に下降して、けびの原因） 

禁止 •製品を引きず5ない 

(床に傷び付 < 原因） 



•入タイマー設定中は、羽根•ガー 
の U N こさわらない 

接触禁止（羽根び回0始め、けびの原因） 

入タイマー設定時間の ] 日秒前にブ 
ヴーと、6秒前に入タイマー時間「1」 
の点滅で、運転の開始をお知らせし 
ます。 

•ガードの中や可動部へ指や異物を 
入れない 

(けび-故障の原因） 




0 

禁止 


長時間、風をか6だに当てない 

(健康を害する原因） 

特にお休み中の乳幼児-お年寄り-ご病 
気のかたび使用するとさは、周囲のかた 
び十分気をつけてください。 



電源プラグ•コードは 

C •使わないときは、電源プラグをコ 
ンセントか5抜く 

プラグを抜く （絶縁劣化にぶる乂災‘感胃の原励 

•電源プラグを抜くときは、電源プ 
ラグを持って引き抜く 

(コードを引っ張ると破損 
し、乂災-感電の原因） 


•コードを巻き取るときは、電源プ 
ラグを持って行う 

(電源プラグび当たってけびの原因） 


U モコン用の U チウム電池は 

• 指定 m 外の電池は使わない 

•極性表示©と©を間違えて入れ 
禁止 ない 

•充電•加熱•分解•ショートしたり、 
乂の中に入れない 

• r 使用推奨期限」を過ざたり使い切 
つたリチウム電池は、リモコンに 
入れておかない 

(液もれ-破裂などで、やけど-けび 
の原因） 

もし液に触れたときは、水でよく洗 
い流し、医師に相談してください。 
器具に付着したとさは、液に直接触 
れないように拭さ取ってください。 





0 

禁止 

• 組み立てた状態では輸送しない 

(破損する原因） 

輸送するときは、箱に収納してくだ 
さい。 


•組み立てるとき-お手入れずると 


きは、モーター軸を目や顔に近づ 
けない 

V 

(先端に接触してけびの原因） 

J 
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■バッテリー（ニッケル水素電池）について 


八危険 


⑩ 


バッテリーを分解.改造をしない 

(液ちれ-発熱-破裂-発乂の原因） 

分爵 i 止バッテ IJ 一には危険防止のための安全機 


構び組み込まれています。これらを損な 
うと、過電流で充電または放電したり、 
充電制御びでさなかつたりすることびあ 


ります。 


〇 内部か6もれた液び目に入った 
ときは、すぐにきれいな水で洗 
指示し、、医師の治療を受ける 

(目に障害び起さる原因） 


0 バッテリーを単独で巧電しない 

(液ちれ-発熱-破裂の原因） 

禁止 


0 バッテリーを乂の中に投入した 
り、加熱したりしない 

禁止（液ちれ-発熱-発乂の原因） 


0 バッテリーは本製品 1 U がの機器 
に使用しない 

禁止（液ちれ-発熱-破裂の原因） 


0 バッテリーを落下させたり、衝 
撃を与えたりしない 

禁止（液ちれ-破裂-発火の原因） 


0 

禁止 


バッテリーの接続コードをかみ 
込ませたり、切断したりしない 

(ショート•液われ•発熱•破裂 • 発乂の原因） 


0 バッテリーの端子同±を針金な 
どの金属で接続しない 

禁と（液ちれ-発熱-破裂-発乂の原因） 

金属製のネックレスやヘアピンなどと一 
緒に持ち運んだり、保管しないでくださ 
し、 


A 警告 


0 バッテリーが液もれしたり、変 
色、変おなど今までと異なるこ 
禁止とに気付いたときは使用しない 

(発熱-破裂-発乂の原因） 

ちれた液び床に付着すると損害を与える 
ことびあります。 


0 バッテリーのが装チューブをは 
がしたり、傷付けたりしない 

禁止（シヨート-発熱-破裂-発乂の原因） 


〇 内部か6もれた液が皮膚や巧類 
に付いたときは、すぐにきれい 
指示な水で洗い流す 

(皮膚びかぶれる原因） 


水や海水などにつけたり 、ぬら 
したりしない 

水めれ禁止（シヨート.発熱の原因） 



么ま意 


〇 バッテリーを交換するときは、冷えてか6交換する 

(やけどの原因） 

指示 
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お願い ご使用の前に 


運転-取り扱いについて 

■室内の壁コンセント"か!5の電源 m 外は使用しない 
で < ださい 

直流電力を交流電力に変換す 
る装置に接続して使用しない 
で < ださい。発煙-発火の原 
因 I こな0ます。 （例：車載用電力変換装置) 

※家庭用電源の代表例であり、壁•床-天井などのコ 
ンセントの位置による区別ではありません。 



■ピコイオン吹出□-ピコイオン吸込□をふさが 
ないで<ださい 

故障の原因になります。 

■リモコンに液のらのをかけたり、落としたり、 
踏んだりしないで<ださい 

故障の原因になります。 

■ガードは無理に正面へ戻さないでください 

破損の原因になります。 

風向調節（一23ページ）の範囲で正面に戻らな 
いとさは、首振り運転させて戻してください。 

■保護ネットをガードに取り付けないでください 

ガードの中に吸い込まれることびあり、羽根の損 
傷やけびの原因になります。 

■長時間直射日光に当てないで<ださい 

変色などの原因になります。 

■フ□ーリング巧をワックスがけした後は、ワッ 
クスが十分乾いてか5製品を置いてください 

あとび付いたり、ワックスびはびれることびあります。 

お手入れをするとをは 

■ 中性洗剤溶液は、洗剤容器の表示に従って水で 
薄めて使用してください 


圓乾いた巧で強くこずったり、ベンジン•シンナー•アルコ 
ール•クレンザー • アルカリ性洗剤を使わないでください 

表面の傷付さや、変質•変色-塗装はびれの原因 
になります。化学ぞラさんを使うとさは、ミ主意書 
に従ってください。 

■運転停止後は、モーター卽が熱< 

なっていますので、お手入れは3日 
分程度待ってか5行ってください 

■羽根-ガードなどに強い衝撃を与えないで<ださい 

破損の原因になります。 

使用場所について 

■ カーテンの近<や洗濯物の下で使わないで<ださい 

ガードの中に吸い込まれることびあり、羽根の損傷や 
けびの原因になります。運転中に羽根の回転び止まる 
と、エラー検知し運転を停止します。（一3日ページ） 

■テレビ•ラジオ•補聴器などの近くで使わなしでください 

電波び弱いとさや室内アンテナを使っているとさ 
に、雑音び入ることびあります。影響のないとこ 
ろまで離してください。 



A 注意 

0 隹指定 m 外の電池は使わない 

• 極性表示©と©を間違えて入れない 

ぉ S 止 （液ちれ-破裂などで、やけど-けびの 

原励 

ちし液に触れたとさは、水でよく洗い流 
し、医師に相談してください。 

器具に付着したとさは、液に直接触れな 
しけうに拭き取ってください。 


リモコンの絶縁シートを矢印の方向に 
引き抜いてください。 


♦ U チウム電池は工場出荷時から、 U モコンに入 
つています。自己放電のため、寿命び1年 iU 下 
になっている場合びあります。 



電池交換のしかた 



①リモコン裏側の穴にボールペンの先などを差し込 
み、矢 EP のち向へスライドさせる 

⑨①の状態のまま、ホルダーを矢 EP のち向へ引さ出 
し、ちいリチウム電池を取りはずす 

③ 新しいリチウム電池 （ CR 2 日2己）の©を上側に 
して、ホルダーにのせる 

④ ホルダーを「カチン」と音がするまで押し込む 

♦長期間使わないとさは、 U モコンからリチウム電 
池を取り出してください。（液ちれの原因になり 
ます） 

♦液びちれたとさは、液をよくおさ取ってから新し 
い U チウム電池に交換してください。 

♦ U チウム電池を廃棄する場合は、お住まいの地域 
の3ミ分別方法に従ってください。（廃棄する際 
に、上面と下面をセ□八ンテープなどで包んでく 
ださい） 
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各部のなまス 

•製品が入っていた姻包箱•包装部品やモーター卽のキャップは、収納時に必要でず。なくさないようご注 
意ください。 


締め付け U ング/スピンナー / U モコン（電池内蔵） / U モコンホルダーはポ U 袋に入っています。ポリ袋 
は収納時にお使いください。 


ピコイオン吸込 □ 

モーター部 

(イン八'-夕ーモーター 
一 23 ぺ ージ） 

ピコイオンユニット 

(内部） 

スライドパイプ 
リモコン 

デュアルセンサー 

リモコンホルダー 

お名•定格表示、 

安全上の警告ラベル 槽励 

支柱 

電源プラグ 

コード 
ベース 

バッテ U —び内蔵 
されています。 

(一24ぺージ） 

操作部(タッチパネル) 

(一]日ぺージ） 


標準使用期間、安全上の警告ラべル (^30ぺージ） 

[WW\ 

高電圧発生装置 (内部） 

.モーター卽 
ピコイオン吹出 □ 

キャップ(組み立てるときは抜き取る） 

合わせマーク 
締め付けリング 

羽根ラベル 

はびさないで < さい。 

事故防止のために法律で^ 
定められた表示です ノ 



-脚ゴム 

(底面、6力所） 


ガードリング 
クリップ 


刖ガード 


ピコイオン運転について 


ピコイオンユニットの電極ピンに高電圧をかけることによって、電極ピン先端に集まった水を微細化さ 
せ、空気中に放出します。脱臭（タバコ臭 • ノネナール臭）の効果びあります。 


試験内容 

タバコ臭の脱臭 

ノネ ナール 臭の脱臭 

試験機関 

京都薬科大学薬剤学分野 

試験方法 

24 m 3 に己む -6 日％)の試験空間にて、ピ]イオンユニットを搭 
載した扇風機を連続風量[7]、ピコイオン「入」、首振りなしで 
運転し、扇風機から約 3 m の位置にてあらかじめタオルに吸 
着させたタノ くコ臭の脱臭効果を6段階臭気強度表示法で判定 

24 m 3 に己む‘6日％)の試験空間にて、ピ]イオンユニットを搭 
載した扇風機を連続風量[7]、ピコイオン「入」、首振りなしで 
運転し、扇風機から約 3 m の位置にてあらかじめタオルに吸着 
させたノネナール臭の脱臭効果を日段階臭気強度表示法で判定 

脱臭の方法 

水を微細化させ、空気中に放出 

脱臭を行っている対象部分の名称 

ピコイオンユニット 

試験結果（試験番号） 

臭気強度初期値己び、2時間後には]に減少 
結1301 10-1 号） 

臭気強度初期値已び、2時間後には2に減少 
(第1301 10-2 号） 


使用環境によって「ピコイオン」び発生しない場合びあります。（低温、低湿度のとさなど) 

































































組み立てかた 


A 警告 

0 

禁止 

羽根-ガードを付けずに運おした 
り、高さ調節ボタンを押さない 

(けびの原因） 

プラグを 

組み立てるとさ•お手入れ 
をずるとき•持ち運ぶとき 
は、主電源を「切」にし、 


コー ドをベースで踏み付けない 

(乂災-感電の原因） 

抜く 

電源プラグをコンセントか 
6巧< 

(感電-けびの原因） 


•支柱は単体では立ちません。組み立て前は横向さに倒しておいてください。 



支ホ主をベースに取り付ける 


①支柱の OEP をベースの〇巧に合わせてはめ込む 

♦コードをはさみ込んだり、ベースで踏み付けたりしない 
よラ注意してください。 



②支おの OEP がベースの ^ EP に合 
ラよ5に回す 

♦支柱び確実にセットされ、 □ 
ックボタンび上びっているか 
確認してください。 


I- 支柱の〇印^"\ 


ベースの•印 



支ネまをはずすとさは 
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2 


夺ヤップを抜き取り、後ガードをモーター部に取り付ける 


① キャップを抜き 
取る 



②後ガードに付いている包装部品をはずす 

モーター部を少し上に向け、突起に後ガードの 
丸穴をはめ込み、ピンを穴に差し込む 

♦ピンび巧びったり、折れたりしないよラに注意 
して < ださい。 


丸穴 


突起 




③ 締め付けリングをち 
方向に回し、しっか 
り締め付ける 



3 羽根を取り付ける 

① モーター軸のピンに羽根の凹部を合わせ 
て差し込む 



②スピンナーを左方向に回し、締め付ける 

手で羽根を回し、スピンナーび落ちないこ 
とを確認してください。 
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前ガードを取り付ける 

①前ガードのツメを、後ガード 
の r 合わせマーク」に合わせ 
てはめ込む 



②前ガードを後ガードにかぶ 
せるように、上から順には 
め込む 



③ クリップを強く押し込んで 
固定する 



前ガードびはずれないことを 
確認してください。 
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使いかた 


操作部（タッチパネル) 


(イラストは、すべて表示された状態です) 


入タイマー時間 （一] 9ぺージ）- 
切タイマー時間（一] 8ぺージ)一 
ピコイオンランプ （一] 4ぺージ) 
上下首振りランプ （一] 6ページ) 


ーチャイルド□ック表示 

(一20ぺージ） 

「バッテリー 運お表示 

(一] 3,21ぺージ） 
バッテリー運転中、 
^7J\ UcK - 


左ち首振りランプ 

(一] 6ぺージ） 


センサー運輯 
モードランプー 

(一] 7ぺージ） 




88:88 

OFF ON 

i 





-ホームキー (— ► ]4ぺージ） 


風量キ ー（ 一] 5 ぺージ） 
リング（銀色）（一] 5 ぺージ) 
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-バッテリーレベル表示 （一] 3 ぺージ） 

充電中は充電の進行状況を表示します。 
バッテリー運転中はバッテリーの残量 
を表 7 J \ します。 

■100 V 運輯表示 （一] 3 ぺージ） 

交流] 00 V 運転中、表示します。 

ピーク シフトランプ 

(-21 ぺージ） 

-ピークシフトキー 

(-21 ぺージ） 

入タイ7—キー 

(一] 9, 2 日ぺージ） 


操作部（タッチパネル）について 


指でタッチして操作します。強くタッチしても、感度は変わり 
ません。 

次の場合は、操作部（タッチパネル）び反応しないことびあり 
ます。 

-触れる面びルさい 

-つめでタッチしても動作しません。指の腹でタッチしてくだ 
さし、 

•タッチの間隔び短い（早押ししている） 

-指や操作部（タッチパネル）びめれている-よごれている（油 
や食品など） 

•周囲の温度•湿度、お使いいただくかたの体調、近くの電気 
製品の動作状態により反応び変わる場合びあります。 

♦よごれたとさはやわらかい巧でからおさしてくだ 
さい。水や洗剤は使わないでください。 

♦操作部（タッチパネル）にシールなどを貼らない 
でください。（反応び鈍くなる原因） 


U モコン 


風量（大）ボタン 

左ち首振りボタン 
風量（ル）ボタン 

センヴー運乾ボタン 



運輯切/入ボタン 


上下首振りボタン 

入タイマーボタン 
切タイマーボタン 
連続/リズムボタン 


電源プラグをコンセントに差し込んでくださし、。 

① 電源プラグをプラグホ>1レダーからはずす 

② 電源プラグを持ってコードを引き出す 

③ 電源プラグをコンセントに差し込む 

•□-ドはホ7-クより長く引き出さな 
いでください。瞧の願になります。 


r 

—7^ —プラグ1 
ド ホルダー 

瞬 

P [ベース底面]^ 
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使いかた（つづき) 


運拓のしかた 



主電源ボタンを巧ず 〔主電源を「入」にしないと運転できません） 


(止まるまで確実に押し下げてください） 

最初に操作でさるキーだけ表示されます。 

♦約]日秒間キー操作を行わないと減光し、約3分後、消 
灯します。 

♦消なしたとさは、ホームキーをタッチしてキーを表示さ 
せてから操作してください。（一14ページ） 



2 運転を開始ずる 

運転切/入キーをタッチします。 

♦約]日秒間、すべてのキーび表示されます。（このとさ、他のキーをタッチすると各設定びでさます） 
♦主電源を「入」にして、最初にタッチしたときは、連続風の風量 [1] でピコイオン運転も開始します。 
♦約 ] 日秒間キー操作を行わないと、運転切/入キー•ピコイオンキー•ピコイオンランプのみ減光し、 
他のキーは消なします。各設定を行いたいとさは、ホームキーをタッチしてキーを表示させてから設 
定してください。（一14〜21ぺージ） 
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お好みの風量を選ぶ（- ► 15ぺ—ジ) 


風量キーのリング（銀色) 
の内側にそって指でなぞり 
ます。 



風量表71^へのタッチ 
でち、設定でさます。 




■運面を停止するとをは 

① 運転切/入キーをタツチする 

参運転切/入キー • 入タイマーキー•ピークシフトキーび 
表示され、約]日秒間キー操作を行わないと減光し、約 
3分後、消なします。 

② 主電源を「切」にし、電源プラグをコンセントから抜く 
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な! 








































バッテリーの充電 


主電源ボタンを巧ずと充電が始まりまず。 

♦主電源ランプびオレンジ色に点灯します。 

※バッテリーび満充電に近い状態のとさは、主電源ランプび赤色に点打し、充電されません。 
♦充電されると、電源プラグをコンセントからはずして使用でさます。コンセントびない 
場所や停電のとさに便利です。 

♦出荷時には十分に充電されていませんので、電源プラグをコンセントからはずして使用 
する場合は、必ず充電してください。 


主電源ランプ 



な! 



充電状態 

主電源ランプ色 

バッテリーレベル表示 

運転表示 

停止中 

充電中 

オレンジ 

表 7]^ されない 


満充電(充電されない） 

赤 


交流 1 日 0 V 運転中 

充電中 

黄緑 

レベル低 -：|：r 

レベル中 

レベル高 

=〇 


満充電(充電されない） 

黄緑 






レベル低 


バッテリー運転中 

充電されない 

黄緑 

レベル中 

レベル高 

□ 


♦バッテリーの充電時間’ X の目安 . 最長約6時間 

♦バッテリー運転の連続使用時間’ X の目安…約2時間（風量[7]、上下•左ち首振り運転の場合） 

約8時間（風量 [1 ]、上下-左ち首振り運転の場合） 

約]7時間（風量[1]、首振りなしの場合） 

※バッテ IJ 一の状態や使用条件、周囲の温度などによって変わります。 

♦充電は周囲の温度び己で〜3日での場所で行ってください。温度び低い場合や、直射日光び当たるなど高温の 
ところでは正し<充電されません。運転時間び短<なったり、充電時間び長<なったりします。 

〔お知5せ） 

♦充電中や使用中はバッテリー収納部（^2己ぺージ）び温かくなりますび、異常ではありません。 

♦バッテリー運転中は、消なモードになります。（一 2] ぺージ） 

♦バッテ U —運転時、バッテ U — レベルび低くなると首振り動作び不安定になることびありますび、異常ではあ 
0ません。 

♦交流]日 ( DV 運転中に、電源プラグをコンセントからはずしたり、停電したときは運転び止まります。（自動的 
にバッテリー運転には切り換わりません）運転を続けたいとさは、ホームキーをタッチし、運転切/入キー 
をタッチして < ださい。 

♦電源プラグをコンセントからはずして、バッテ U —運転しているとさに電源プラグをコンセントに差し込むと 
自動的に交流]日日 V 運転になります。 

♦電源プラグをコンセントからはずして、バッテ U —運転しているとさにバッテリーの残量びなくなると運転を 
停止します。電源プラグをコンセントに差し込み充電してください。 


(つづく）13 




















使いかた（つづき) 
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O 風量 キー 




\ をタッチしなびらリング(銀色) * 側にそつて指でなぞります。 


♦風量表示へのタッチでち、お好みの風量に設定でさます。 



■連続風のときは 

♦風量を [1] 〜 [7] の7段階に切り換えられます。 
-ちになぞると風量び大さくなります。 



♦風量表示び点灯します。 

•約1日秒間キー操作を行わないと風量表示は減光します。 

■リズム風のときは 

♦風量を[1]、に]、[引、 [7] の4段階に切り換えられます。 
-ちになぞると風量び大さくなります。 



♦ 風量表示び点なし、設定した最大位置の表示のみび 点滅 します。 

•約1日秒間キー操作を行わないと風量表示は減光します。 

■連続風か6リズム風に切り換えたとさは 

♦連続風のに]、[4]、 [6] からリズム風に切り換えた場合は、 ] 段階少ない風量になります。 
リズム風から連続風に切り換えたときは、風量は変わりません。 


[連続風] [リズム風] [連続風] 
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V. 


















使いかた（つづき) 



一左ち首振りキー 



左ち方向に首振りします。 


をタッチし、 


をタッチしまず。 


♦タッチするたびに90°- 70°- 50°一消な（解除）一90° •••の順で左ち首振 
り運転の角度び切り換わります。 

♦左ち首振り運転び「入」のとさ、左ち首振りランプび点灯します。 

•約1日秒間キー操作を行わないと左ち首振りキー-左ち首振りランプは減光し 


ます。 



■上下-左ち首振り運転をしたいとさは 



♦ 上下首振0運転中に左ち首振0 キーを タッ 
チした0、左ち首振0運転中に上下首振0 
キーを タッチす ると 上下.左ち を 組み合わ 
せた首振り運転になります。 

♦ 上下首振0ランプと左ち首振0ランプび点 
なします。 


上下 • 左ちを組み合わせ 
た首振りをします。 



[ 90 °] 



お知6せ) ♦上下、左ちとも首振り角度び両端の位置になったとき、首振りび一時的に止まる場合 
びありますび異常ではありません。（一29ページ） 

♦首振り運転の最初や、手で風向さを調節したとさに「カチ、カチ」と音びすることび 
あります。（一29ぺージ） 












































r 




令センヴー運転キー 


デュアルセンサーが温度•湿度を感知し、それに応じて設定されている風量で自動的に運転します。 

(ピ(ピ 

をタッチし、をタッチします。 

♦タッチするたびにセンサー運転モードとセンサー運転モードランプび、強めモード^標準モード^弱め 
モー ド^解除…と切り換わります。 

♦センサー運転び「入」のとさ、センサー運転モードランプび点灯します。 

•約]日秒間キー操作を行わないとセンサー運転キー-センサー運転モードランプは減光します。 
♦タッチして、センサー運転モードランプを消灯するか、連続/リズムキー•風量表示をタッチするとセ 
ンヴー運転は解除されます。 

• U モコンの連続/ U ズムボタン-風量ボタンを押しても解除されます。 

•連続/ U ズムキーをタッチするか、連続/ U ズムボタンを押して解除したときは、リズム風になります。 
(例）室湿35で、湿度約40〜70%未満のとき 



♦温度•湿度によって、下のように風量び切り換わり、連続風で運転します。 

[強めモード] 

湿度約 70〇/〇な上 

湿度約40〜70〇/〇未満 
湿度約40〇/〇未満 

〜25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35〜 温度 

[標準モード] 

湿度約70〇/〇似上 

湿度約40〜70〇/〇未満 
湿度約40〇/〇未満 

〜25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35〜 温度 

[弱めモード] 

湿度約70〇/〇似上 

湿度約40〜70〇/〇未満 
湿度約40〇/〇未満 

〜25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35〜 温度 


風量 [1] 



風量 [3] 


風量 

[1] 

1 眉 

圍閒 

誦圆 



V 
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使いかた（つづき) 


祭切タイマーキー 


運転中にタッチすると、運転を停止するまでの時間 （1 時間単位で9時間まで）を設定でさます。 

をタッチし、^をタッチします。 

♦約1日秒間キー操作を行わないと切タイマーキーと切タイマー時間は減光します。 

♦タッチするたびに、切タイマー時間び下図の順序で切り換わります。 

タッチして切タイマー時間を消灯するか、運転を停止すると、切タイマーは解除されます。 

♦時間の経過ととちに切タイマー時間び切り換わり、残り運転時間の目安を表示します。 



(!) を 
~~ iSiiT 




(!) を 


載- 

(1 時間単位) 


の 




♦設定された時間の半分を過ざると、連続風のときは風量 [3] の連続風に、 U ズム風のときは風量 [3] 
の U ズム風に自動で切り換わります。（風量[1]、 [2] のときは切り換わりません） 


減光モードと消なモード 


おやすみのとさなどに 


• U モコンの切タイマーボタンでは設定-解除でさません。 
•バッテ U —運転中は、設定-解除でさません。 


運転中、本体操作部（タッチパネル）の切タイマーキーを3秒];^上タッチすると、表示が切り換 
わります。そのまま押し続けると、1秒ごとに切り換わります。 


♦減光モード…主電源ランプ外のランプ-キー • 
表示の明るさび半減します。 


♦消なモード…主電源ランプ-運転切/入キー 
(減光）外び消なします。 



♦減光-消灯モード中にホームキーをタッチすると、ランプ-キー-表示び減光で点灯します。運転を切り換 
えたいとさは、続けてキー操作をしてください。約 ] 日秒間キー操作を行わないと、減光モードの場合は、 
を電源ランプと設定されたランプ-キー-表示外び消なします。消なモードの場合は、主電源ランプと運 
転切/入キー政外のランプ-キー-表示び消なします。 

♦消なモード中にチャイルド□ックを設定すると、チャイルド□ック表示び点なします。（明るさは半減し 
ます） 

♦減光•消灯モードを解除するとさは、ホームキーをタッチしてから、切タイマーキーを3秒じ(上タッチ 
してください。主電源ボタンを押すか、運転切/入キーをタッチし、運転を停止したとさや切タイマー 
により運転び停止したとさも解除されます。 
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综入タイマーキー 




主電源「入」で運転停止中、または運転中に切タイマーを設定した後に、運転を開始するまでの 
時間 （1 時間単位で9時間まで）を設定でさます。 

(切タイマー設定時は運転び停止してから再び運転するまでの時間） 

をタッチし、^をタッチします。 


♦約1日秒間キー操作を行わないと入タイマーキーと入タイマー時間は減光します。 

♦タツチするたびに入タイマー時間び下図の順序で切り換わります。 

タッチして入タイマー時間を消灯するか、運転切/入キーをタッチすると、入タイマーは解除されます。 



♦時間の経過ととちに入タイマー時間び切り換わり、運転開始までの時間の目安を表示します。 

♦設定された時間の1日秒前にブヴー（「ピッピッピッ」）と6秒前に入タイマー時間「1」の点滅で、運 
転の開始をお知らせします。 



[10 秒前] [6 秒前] [運転開始] 

♦設定された時間になると、風量 [3] の連続風で運転を開始します。 

♦前回の運転で停止する前に首振り運転していた場合は、首振り運転で運転を開始します。 


4 時間オートパワーオフ機能 


入タイマーで運転開始後、4時間経過すると、自動的に運転を停止します。 

♦入タイマーで運転び開始すると切タイマーキーと切タイマー時間「4」び点なし、残りの運転時間の目 
女を表示します。 

•約]日秒間キー操作を行わないと切タイマーキーと切タイマー時間は減光します。 

♦解除するときは、ホームキーをタッチしてから切タイマーキーをタッチし、切タイマー時間を消なさせ 
て < ださい。 
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V. 



































使いかた（つづき) 


切 • 入タイマーの連続設定 


メモリー機能 


運転中、切タイマーの設定後に、入タイマーを設定する 
ことで、運転停止と運転開始を連続して設定でさます。 

♦入タイマーの設定後に、切タイマーを設定すること 
はでさません。 

♦切タイマーを解除すると、入タイマーち解除されます。 


《連続設定の例》 

切タイマーを2時間に設定し、入タイマーを2時間に 
設定したとさ 



入タイマーを設定したタイミングにかかわらず、入夕 

イマーのカウント開始は 切タイマーで運乾を停止して 

か 5になります。 


運転停止後、運転切/入キーをタッチすると、 
停止する前の運転状態で運転します。 

♦切’入タイマー時間とピコイオン運転と減光•消 
なモードはメモ U —されません。 

♦切タイマーで自動的に風量び [3] になって運転 
を停止したときは、 [3] になる前の風量をメモ 
IJ 一し ます。 

♦主電源を「切」にすると、メモリーは解除されます。 


お知 5 せ） 

♦主電源「切」でも、電源プラグびコンセントに差し込まれていると約日. 6 W の電力を消費します。操作部（タッチ 
パネル）やベースび温かくなりますび、異常ではありません。お使いにならないとさは、電源プラグを抜いて 
<ださい。 

♦使い始めなど、運転時にモーター部からにおいびすることびありますび、ご使用により徐々に少なくなります。 

♦切タイマーや入タイマーを設定しているとさは、主電源を「切」にしないでください。切•入タイマーの設定は、 
を電源を「切」にすると、解除されます。 


© [3 秒む上タッチず别 -0 チャイルド□ツクの設定 



をタッチし、 






を 3 秒じ Lb タッチしまず。 


( IJ モコンの入タイマーボタンでは設定-解除でさません） 

お子様のいたず5や誤操作を防ざたいとさは、チャイルド□ックを設定でさます。 n 

[チャイルド□ック設定] 

►運転中に設定すると、運転停止と主電源「切」外の操作びでさなくなります。 

•約 ] 日秒間キー操作を行わないと入タイマーキーとチャイルド□ック表示は減光します。 

•設定後に主電源ボタンと運転切/入キー!;^外のキーをタッチしたり、風量表示をタッチすると 
「ピッピッピッピッ」と鳴り、チャイルド□ック表示び点滅します。 

•運転を停止すると、主電源「切」「入」外の操作びでさなくなります。 

►運転停止中に設定すると、主電源「切」政外の操作びでさなくなります。 rgEB ) 

►解除するときは、をタッチし、もう一度蘇 C へ を3秒じ(上タッチします。 ONV ^ 

[チャイルド□ック解除] 
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使いかた（つづき) 


リモコンの操作について 



♦ U モコンは受光部に向け 
て操作します。 

♦操作可能範囲は、受光部 
正面から約己 m 、 左ちに 
約6ぴじ J 巧です。 

♦動作しにくくなったら、 

電池を交換してください。 

♦本体の受光部に直射曰光や照明器具の強い光び 
当たらないようにしてください。 

動作しにくい場合びあります。 

♦受光部をかくさないでください。 

障害物びあるとリモコンによる操作びでさなくなります。 


高さを調節ずるとを••••- 

高さ調節ボタンを押しなびら、スライド 
ノ くイプの上部を持って調節してください。 
(下げるとさは□ックはかかりません） 


八ンドル 


持ち運ぶとさは弓 I さ上げてお使いくだ 
さい。 



※八ンドルで指をはさまないように 
注意してください。 



高さ調節ボタン 

f 安全のため、操作力は^ 
I 若干強くなっていますノ 


※調節時は可動部に指を 
はさまないよラに気を 
付けてください。 


時計用のリチウム電池について 


本体内部に固定されている時計用のリチウム 
電池は、電源プラグを抜いているとさに時計を 
動かすためなどに使われます。（電源プラグを差 
し込んでいると電源で時計び動くため、リチウ 
ム電池び長持ちします） 

《リチウム電池が消耗した5》 

電源プラグを抜いて、主電源「切」にしたとき、時 
刻の記憶びな < なります。 


を電源を「入」にすると、「0:00」の点滅になります。 
ピークシフトキーを2回タッチすると点滅び止 
まり、通常通り使えます。 

ピークシフト運転するときは、時計を合わせ直して 
からお使いください。に1ぺージ） 


今時計用の電池交換はお客様自身ではでさませんので、 
お買い上げの販売店にご依頼 <ださい。(有料） 



' 义兀口 I) 
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風向を調節ずるとき 


左ちに調節 上下に調節 




•手動で20°上向さに 
して上下首振り運転 
すると、さらに 
上向さになります。 


※調節時は可動部に指をはさまないように注意してください。 



♦調節可動範囲（左ち、上下調節範囲）を超えて無理に動かさないでください。 
首振り用モーターの故障の原因になります。 



r インバーターモーターについて ^ 


周波数を変化させてモーターの回転数を低速から高速 
まで幅広くコント□ールするモーターのことです。 

L A 


\_ ノ 


[ デュアルセンサー \ 

V 

お部屋の温度と湿度を感知し 
(^=^1 ます。 

:•...す： 

•••斗. 

J 


[ コー ドリール 1 

♦コードを巻き取るときは 

1. 電源 プラグを持つ 

電源プラグびはね上びる 
のを防ざます。 

2. コードを少し弓1き出し (①)、^ J 

ゆっくりと戻すように 1® ^ 

して巻き込む(②） 

黯 ラグを 

1 、 ① 

が 

J 


リモコンホルダー 


リモコンを使用しないとさは、 
リモコンホルダーに収納してく 
ださい。 

• リモコンホルターの取り付け 


リモコンホルダーを 
フックにかける。 



♦ リモコン ホルダーを 取り付けた 
状態で、後ろ側に引っ張ったり、 
ひねったりしないで < ださし、 
破損の原因になります。 


V_ J 
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バッテリー交換のしかた 


么危険 

バッテリーを分解•改造をしない 

vjy (液ちれ•発熱•破裂•発乂の原因） 

分^止 バッテ U —には危険防止のための安全機構び組み込まれています。これらを損なう 
と、過電流で充電または放電したり、充電制御びできなかつたりすることびあります。 

么注意 

バッテリーを交換するときは、冷えてか 6 交換する 

(やけどの願） 

指示 


バッテリーについて 


バッテリー（ニッケル水素電池）は、消耗部品です。 

繰り返しご使用になると、運転できる時間が徐々に短くなります。 

電池の寿命は、使用条件•周囲の温度などによって異なりますが、正常に充電してち使用でさる時間が 
著しく短くなった場合は、バッテリー（ニッケル水素電池）の寿命と考えられます。 

このよラなときは、バッテリー（ニッケル水素電池）を交換してください。 


•交換の目安 

約己年（約己日日回充放電びでさます) 


•交換用の電池は、お買い上げの販売店でお買い求めください。 


口お □□ 名 

東芝扇風機用バッテ IJ 一 

形名 

F - B 001 


•バッテリーは、完全に使い切ってか S はずしてくださし、。 


くバッテリーを使い切っているかを確認ずる> 

電源プラグをコンセントからはずした状態で、主電源を「入」「切」したとさに、主電源ランプび点なしなけ 
れば使い切っています。 



運転を停止し、主電源を「切」にして、電源プラグをコンセントか!5抜く 



2 支柱をはずず 

(一8ページ手順1支柱をはずすとさは) 


3 バッテリーカノ く一を取りはずず 

①ベースを裏返し、プラスドライバーでベース底面 ②バッテリーカバーを矢 EP の方向に持 

のバッテリーカバーのネジ （2 本）をはずす ち上げてはずす 
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4 


バッテリーと本体をつないでいる接続コードをはずし、バッテリーを取り出ず 



5 


接続コードを接続し、新しいバッテリーをバッテリー収納部に入れる 



6 


バッテリーカバーを取り付ける 

①接続コードをコード収納部に入れ、穴 （3 力所） 
にバッテリーカバーの凸部 （3 力所）をはめ込む 


②プラスドライバーでネジ （2 本）を 
しっかりと締める 



>バッて U —カバーで接続コードをはさまないよう 
にを意してください。 



♦取りはずしたバッテ U - は、再度本体に接続しないでください。（バッテ U - の液もれ•発熱•破裂•発乂の原卸 
♦バッテ U —交換後にバッテ U —運転をするとさは、電源プラグをコンセントに差し込んで主電源を「入」に 
してから運転してください。 


バッテリーのリサイクル 


不要になったバッテリーは貴重な資源を守るために、廃棄しないで充電式電池 
リサイクル協力店へお持ちください。その場合、ショート防止のために必ず金 
属端テ部にテープ等を貼って絶縁して < ださい。 



鶴 

Ni-MH 



iu 下のホームページから全国各地のリサイクル協力店び簡単に検索でさます。 

—般社団法人 JBRC ホームぺージ http :// www . jbrc . net / hp / contents / inclex.html 
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上手な使いかた お手入れと収納 


上向さ気流でお部屋の 
空気を上手 Ic •循環 


取りはずしかた 


首振り運転（一1目ページ）をしてガード 
てと逆の手順ではずします。 


夏はエアコンと併用して省エネ快適冷房。 
冬の暖房時には天井付近の暖かい空気を循 
環させて暖房効率を高めます。 



夜間は 

窓際に置いて、外の冷たい空気を取り入れ 
ましよつ。 



おやずみのとをは 

寝冷えを防ぐため、風量 [1] か風量に] 
で首振り運転 （16 ページ）し、切タイマー 
を設定しましよつ。 

切タイマー設定後、お目覚めの頃に合わせた 
入タイマーを設定しておくと便利です。に日 
ぺージ） 

♦おやすみ中は、風び長時間からだに当た 
らないよラに気を付けてください。 



1主電源を「切」にし、電源プ 
■ ラグをコンセントか!5抜く 



♦を電源「入」になっていると電源プラグを 
コンセントから抜いても、 ホーム キーを夕 
ッチし、運転切/入キーをタッチすると 
動作しますので、 必ず主電源を「切」 に 
して < ださい。 

2 コードを巻き取り、電源プラグ 
をプラグホ j レダーにはさみ込む 



3 前ガードをはずず 

①クリップをはずす 



②ガードリングを両手で手前に引くよ 
ラにして、前ガードをはずす 

(クリップを引っ張ると破損の原因に 
なります） 

(^9 ページ手順 4) 
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を正面に向けてか 5 運転を停止し、組み立 


4 羽根をはずず 

①スピンナーをち方向に回してはずす 



②手前に弓 I くようにして羽根をはずす 


5 


後ガードをはずず 

①締め付けリングを左方向に回しては 
ずす 



②手前に弓 I くようにして後ガードをはずす 


6 支ネ主をはずず 

(一8ページ手順 1 支柱をはずす 
とさは） 


お手入れのしかた 


羽根-本体 

① 水に浸してかたく絞ったやわらかい巧で、よご 
れを拭さ取る 

② 乾いたやわらかい巧で 
水分を拭さ取る 

よごれがひどいとさは 

① 中性洗剤溶液に浸して 
かたく絞ったやわらかい布で、よごれを拭を取る 

② 洗剤が残らなしけう、水で絞った布で十分に拭き取る 

③ 乾いたやわらかい巧で水分を拭き取る 



广操作部（タッチパネル）つ 

やわらかい巧でから拭さする。 

水や洗剤は使わないでください。 


r モーター軸つ 

よごれを拭き取り、ミシン 
油を塗ってキャップをかぶ 
せる。 



ピコイオン吹出 □• ピコイオン吸込 □• デュアルセンヴ- 

1力月に1度を目安に掃除機でよごれを吸い取る。 

よごれびひどくなるとピコイオンの発生量び少な 
くなったり、温度•湿度を正常に感知しなくなっ 
たりし、故障の原因になります。 



♦中性洗剤溶液は、洗剤容器の表示に従って水で薄め 
て使用してください。 

♦乾いた巧で強くこすったり、ベンジン-シンナー • 
アルコール-クレンヴー-アルカ U 性洗剤を使った 
りしないで < ださい。 

表面の傷付さや、変質•変色-塗装はびれの原因に 
なります。化学ぞうさんを使うとさは、注意書に従 
って < ださい。 

♦運転停止徽ま、モーター軸び熱くなっていますので、 
お手入れは3日分程度待ってから行ってください。 
♦ 羽根-ガードなどに強い衝撃を与えないでください。 
破損の原因になります。 
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お手入れと収納 (つづさ) 


A 警告 


C 組み立てるとき-お手入れをずるとき-持ち運ぶときは、主電源を「切」 
にし、電源プラグをコンセントか目巧く 

プラグを（感電-けびの原因） 

抜く 


収納のしかた 


下の順番に収納して保管してください。 




形名 

F - DLR 300 X 

電源 

交流 1 00 V 己 0/60 HZ 

風速*2 

17 己 m/min 

''白' 啤 

29 W 

風 量* 2 

41 mVinin 

£2.1 充電にかかる 
消費電力 

9 W 

コードの長さ 

約 1.7 m (コードリール式） 

本体電源ち式 

充電式 

/バッテ U -: \ 

ニッケル水素電池 

16.8 V 2000 mAh 
\セル数 14 ノ 

首振り角度 

上下 20° 

左ち己ぴ、 7 ぴ、 9 ぴ 

質量 

約 6.9 kg 

付属品 

IJ モつン -U チウム電池 ( CR 2025) 


* ] :風量 [7]、 上下•左ち首振り運転の場合です。♦を電源「切」状態の本体の消費電力は約日. 6 W です。 

* 2 : 風量 [7] の場合です。 


この製品は、日本国内用に設計されているため海外では使用できません。また、アフターサービスもできません。 

This product is designed for use only in Japan and cannot be used in any other country. 

No servicing is available outside of Japan. 
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が障かな？と思ったとを 


•ご使用中に異常が生じたときは、まず次の点をお調べくださし、。 


こんなとさ 

お調べいただくこと 

参照 

ぺージ 

運転切/入キーび表示されない 

♦主電源び「入」になっていますか。 

♦主電源び「入」のとさは、ホームキーをタッチしてください。 

12，14 

操作部（タッチパネル）び反応 
しない 

♦操作部（タッチパネル）に水やよごれび付いていませんか。 

操作部（タッチパネル）をやわらかい布でから}式さし、水やよごれを拭さ 
取ってください。 

♦ 手袋やばんそラこラをしていませんか。直接指でタッチしてください。 

♦ 手や指びめれていませんか。 

11，27 

羽根は回るが 
異常な音がずる 

♦羽根はスピンナーでしっかりと取り付けられていますか。 

♦ガードはしっかりと取り付けられていますか。 

♦羽根とガードび当たっていませんか。 

9 

♦運転を開始するとさや停止するとさに「チ IJ チ IJ 」 と音びすることびあり 
ますび、異常ではありません。 

- 

風量が変化するとをの 
回転音が気になる 

♦風量び一時的に強まるとさ、モーターから「ウィーン」、「ウオーン」と音びす 
ることびありますび、インノく一夕ーモーター特有の音で異常ではありません。 

- 

ピコイオン運転中、「ジー」と 
いう音がずる 

♦ピコイオンユニットと高電圧発生装置から出る音で、異常ではありません。 

7 

首振りずるとをの 
動作音が気になる 

♦首振り運転時に「カタカタ」、「コトコト」と音び一時的に強まることびあ 
りますび、首振りモーター特有の音で異常ではありません。 

♦首振り運転の最初や手で風向さを調節したとさ、「カチ、カチ」と音びす 
ることびあります。首振り用モーターび位置を確認するために一時的に空 
回0しているためです。 

- 

首振りが一時的に止まる 

♦首振りの角度び両端のとさ、首振り用モーターび位置を確認するために一 
時的に空回りしているためです。 

16 

キー操作を受け付けない 

♦チャイルド□ックを設定していませんか。 

SO 

リモコンで操作でさない 

♦受光部に向けて操作していますか。 

♦ IJ モコンの電池び消耗していませんか。 

22 

♦ IJ モコンの電池の入れかた（©©の方向）び間違っていませんか。 

6 

入タイマーが設定できない 

♦主電源び「入」になっていますか。 

12 

♦入タイマーは主電源び「入」で運転停止中か、切タイマー設定中のみ設定 
でさます。 

19 

運転が自動的に止まる 

♦切タイマーを設定していませんか。 

18 

♦入タイマーで運転を開始しませんでしたか。 

入タイマー運転開始後、4時間経過すると自動的に運転を停止します。 

19 

♦バッテ IJ 一運転の場合は、バッテ IJ 一の残量びなくなっていませんか。 

13 

停電後、正常な運転びでさない 

♦ 電源プラグを抜いて差し直してください。 

- 

コードが巻き取りにくい 

♦コードをホマークまで引き出し、ねじれを直してから再度卷き込んでください。 

11，23 

充電時間が長い 

♦バッテ IJ 一の状態や使用条件、周囲の温度などによって、充電時間び長く 
なることびあ0ます。 

13 


《 3 日ページの「エラー検知について」わご覧ください。 
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が障かな？と思ったとを (つづさ) 


エラー検知について 


1;^下のよラなとさは運転でさません。（運転中にエラー検知した場合は運転を停止します) 
主電源を「切」にして、電源プラグをコンセントから抜いて点検をしてください。 


表示内容 

調べるところ 

参照ページ 

て！」点灯 

羽根の回転び異常に遅<なかったですか。 

^主電源を「切」にし、もう一度「入」にしてから運転してください。 

12 

運転中、ガード内に何かび入り、羽根の回転を無理やり止めませんでしたか。 
^羽根の回転を止めているちのを取り除さ、運転してください。 

6 

「[1?」、「[4」点灯 

支柱とベースび確実に取り付けられていますか。 
^支柱とべースを確実に取り付けてください。 

8 

「[ 4」点な 

主電源「入」で支柱の取り付け•取りはずしをしていませんか。 
^支柱を取り付けるとさ • 取りはずすとさは、主電源を「切」にし、 
電源プラグをコンセントから抜いてください。 

8 

主電源「入」で□ックボタンを押したり、□ックボタンの上にちのを 
載せたりしていませんか。 

^□ックボタンを押さえているちのを取り除いてください。 

8 

「!二引、「!二&」、 「F,-!」 

点な 

内部の基板やセンサーなどの故障の表示です。 

^お買い上げの販売店や東芝生活家電ご相談センターに修理をご依頼 
<ださい。 
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バッテリー運転表示の 
点滅 

バッテ IJ 一の接続コードびはずれていませんか。 

^接続コードをしっかりと接続してください。 

24、2 己 

バッテ IJ 一び故障しています。 

ーバッテ IJ 一を交換してください。 


上の表に従ってお調べいただいても原因び分からないとさや、その他の異常や故障びあるとさは、お買い上げの販売店ま 
たは東芝生活家電ご相談センターに修理をご依頼ください。 


長期使用製品ち全表示制度に基づ<本体表示 


■本体への表 7J^ 内容 

経年劣化により危書の発生び高まるおそれびあることを注意喚起するため 
に、電気用品安全法で、義務付けられたちの内容を本体に表示しています。 

■設計上の標準使用期間 

♦ 運転時間や温湿度など、標準的な使用条件に基づ<経年劣化に対して、 
製造した年から安全上支障なく使用することびでさる標準的な期間です。 
♦設計上の標準使用期間は、無償保証期間とは異なります。また、偶発的 
な故障を保証するちのでちありません。 

■標準使9务件 

日本電機工業会自主基準 HD-1] 6-3 による 


A 

製造年2013年 
設計上の標準使用期間10年 
設計上の標準使用期間を超えて使用 
されまずと、経年劣化による発义•けが 
等の事故に至るおそれがありまず。 

V_ * 


環境条件 

電圧 

100 V 

周波数 

已 0/60 HZ 

温度 

30で 

湿度 

6己％ 

設置条件 

標準設置 * ] 

負荷条件 


定格負荷（風速） * 2 


想定時間等 

1曰あたりの使用時間 

呂（時間/曰） 


1曰使用回数 

已（回/曰） 


1年間の使用曰数 

110 (日/年） 


スイッチ操作回数 

已己〇 (回/年） 


首振り運転の割合 

100% 


* ] :製品の取扱説明書による（水平で安定した場所） * 2:製品の取扱説明書による 


♦温度 3 日で、湿度 6 己％は、 J に C 96 日 1 の試験状態を参考としています。 

♦設置状況や環境、使用頻度び上記の条件と異なる場合、または、業務用など本来の使用目的外でご使用さ 
れた場合は、1日年より短い期間で経年劣化による発乂-けび等の事故に至るおそれびあります。 
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保証と アフターサービス 


必ずお読み<ださい 


修理-お取り扱い-お手入れについてご不明な点は 


お買い上げの販売店へごホ目談ください。 

販売店にご相談がでさない場合は、下記の窓□へ 


東芝生活家電ご相談センター 


函 @01 20-1048-76 

受付時間： 36已曰9:00〜20:00 

携帯電話 ’PHS など 022-774-5402 (通話料：有料） 
FAX 022-224-6801 (通信料：有料） 


’お客様からご提供いただいた個人情報は、修理やご相談 
への回答、カタ□グ発送などの情報提供に利用いたします。 
’利用目的の範囲内で、当該製品に関連するま芝グループ 
会社や協力会社に、お客様の個人情報を提供する場合び 
あります。 



保証書（一体） 

補修用性能部品の保有期間 

♦保証書は、この取扱説明書の裏表紙に記載さ 
れています。 

♦保証書は、必ず「お買い上げ曰-販売店名」 
などの記入をお確かめの 5 え、販売店から受 
け取っていたださ、内容をよくお読みの後、 
大切に保管してください。 

♦保証期間はお買い上げの曰か! 51 年間です。 
ただし、バッテ IJ 一は消耗品ですので、保証 
期間內でち「有料」とさせていたださます。 

♦保証期間中の故障は、保証書の内容に基づさ、 

無料修理となります。無償商品交換ではあり 
ません。 

♦扇風機の補修用性能部品の保有期間は製造打ち切り後 8 
年です。 

♦補修用性能部品とは、その商品の機能を維持するために必要な 
pPpp ごす 。 

部品について 

♦修理のために取りはずした部品は、特段のお申し出びない 
場合は当社で引さ取らせていたださます。 

♦修理の際、当社の品質基準に適合した再利用部品を使用す 
ることびあります。 

修理を依頼されるとをは 

持込修理 


♦ 29 〜 3 日ページに従って調べていただき、なお異常びあるとさは、使用を中止し、主電源を「切」にした後、必ず 
電源プラグをコンセントから抜いて、お買い上げの販売店にご連絡ください。 

■保証期間中は . ■修理料金のし < み . 

保証書の規定に従って、販売店び修理させていたださ 
ます。なお、修理に際しましては、保証書をご提示く 
ださい。 

■保証期間が過ぎているときは . 

保証期間経過後の修理については、お買い上げの販売 
店にご相談ください。修理すれば使用でさる場合は、 

ご希望によって有料で修理させていたださます。 


修理料金は技術料-部品代などで構成されています。 

技術料 

故障した商品を正常に修復するための料金です。 

部品代 

修理に使用した部品代金です。 


便利 

メモ 


お買い上げ曰 

年月 曰 

お買い上げ店名 

電話 （ ） 


口 

愛情点検 

V 

辱年,マ、使用の 定:其が勺に「安を上のごを意」「あ^願い」を確認してご使用<ださい。 

1 誤った使いかたや長年のご使用による熱’湿気-ホコ IJ などの影 

ホ A を. 響により部□□□び劣化し、故障や事故につなびることもあります。 

こんな症状は 
ありませんか。 

電源プラグやコ 
ンセントにたま 
つているホコ IJ 
は取り除いてく 
ださい。 

う茲、 S を 端て著單選帯苗 r。C ィ難 S 章 f ご寶譜 

•巽監帮て戸^寶【し回転か遅かつたり 使 を「切」にした後、電 
> i 源プラグを ] ンセン h 

こ賈転ミるミゴ占犀記乃る。 マ^を から抜ぃて、必ずお買 

♦志、-?品雙ハ吊しもぶつ心り、しけく L ぃ上げの販売店に点検. 

じ ご/し^ 9な。 修理をご相談ください。 


31 





























ふ 0 びな 

様 


住尸斤■店名 


電話 


1年 


★お買い上げ曰 
年 rr 


曰から 




お 


市内 




番号 





市外 


形名 F - DLR 300 X 


mmim 


東ち扇風機保証書 


ままホ-ムアプライア：/ス巧巧貪せリビング機器事業部 

tIOI -0021 ま京都千代田区が神田 2-2-1 已煉芝昌平坂ビル）電話 (03)32 已7-已7已日 


本書は、取扱説明書、本体貼付ラベルなどの記載内容 
にそった正しいご使用のちとで、保証期間中に故障し 
た場合に、本書記載内容にそって無料修理をさせてい 
ただ< ことをお約束するちのです。 

保証期間中に故障び発生したとさは、本書と商品をご 
持参のラえ、お買い上げの販売店に修理をご依頼<だ 
さい。 

修理の際、当社の品質基準に適合した再利用部品を使 
用することびあ0ます。 

★印欄に記入びないとさは無効です。本書をお受け取 
りの際は必ず記入をご確認ください。また、本書は再 
発行しませんので紛失しないよラに大切に保管して< 
ださい。 

1.保証期間内でわ次の場合には有料修理になります。 
(イ）誤ったご使用や不当な修理-改造で生じた故 
障、損傷。 

(□) お買い上げ後の落下や輸送などで生じた故障、 
損傷。 

(八）乂災、天災地変（地震、風水書、落雷など)、塩書、 
ガス書、異常電圧で生じた故障、損傷。 

(二） 本書のご提示びない場合。 

(ホ）本書にお買い上げ年月曰、お客様名、販売店 
名の記入のない場合、あるいは字句び書さか 
えられた場合。 


※この保証書は、本書に明示した期間、条件 
のちとにおいて無料修理をお約束するちの 
です。したびってこの保証書によって保証 
書を発行している者（保証責任者)、および 
それ外の事業者に対するお客様の法律上 
の権利を制限するちのではありません。 

《保証期間経過後の修理、補修用性能部品の 
保有期間について詳しくは取扱説明書をご 
覧ください。 


(へ）車両-船舶などに、備品として使用した場合 
に生ずる故障および損傷。 

(卜）一般家庭用 iu 外（たとえば業務用など）に使 
用された場合の故障、損傷。 

(チ）消耗部品の交換。 

2. 出張修理を行った場合には出張に要する実費を申し 
受けます。 

3. 修理のために取りはずした部品は、特段のお申し出 
びない場合は当社で引さ取らせていたださます。 

4. 本書は曰本国内においてのみ有効です。 

This warranty is valid only in Japan . 

己.ご転居またはご贈答などで、お買い上げの販売店に 
修理のご依頼びでさない場合には、 • lU 下の窓□にご 
相談ください。 

r 東芝生活家電ご相談センター」 

干1日1-0021東京都千げ田区外神田 2-2-15 
【獲10120-1048-76】 

なお、このフ IJ - ダイヤルは携帯電話や PHS では 
ご利用になれません。詳し<は取扱説明書をご確認 
ください。 


修理 

メモ 

修理年月曰 

修理内容 

担当 

年 

月 

曰 



年 

月 

曰 




’保証書にご記入いただいたお客様の住所-氏名などの個人情報は、保証期間内のサービス活動およびその後 
の安全点検活動のために利用させていただ<場合びございますので、ご了承<ださい。 

’修理のために、当社から修理委託している保守会社などに必要なお客様の個人情報を預託する場合びござい 
ますび、個人情報保護法および当社と同様の個人情報保護規程を遵守させますので、ご了承ください。 


ままホ-ムアプライア。ス巧巧きせ 


干101 -0021 


リビング機器事業部 

東京都千代田区が巧田 2-2- 15 (東芝昌平坂ビル） 
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THT-TSCH(T0G)-1 


お名前 


★ご販売店 


本体 

保証期間 


ご住所 

客様 




























































